
○郵便の場合
〒962-0817 福島県須賀川市南上町123-1
南東北春日リハビリテーション病院
広報委員 「川柳募集係」あて
○FAXの場合 FAX.0248-63-7265
※応募していただいた作品は返却しておりませんの
で、　返却を希望する場合はお申し出ください。
※応募の際に提供された個人情報は、本人の承諾なく
　第三者に提供されることはありません。
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気がつけばもうすぐ春ですね。春になるとなぜか新しいものが欲しくなる私。この間、そ
ろそろ新しいケータイが欲しいなぁと思い電気屋さんへ。カタログを片手に一つずつ手に
とってみるのですが、どれもぱっとせず。一体何が新しいのか?機能も3年も使っている私
のケータイとさほど変わらないような。思えば最初は文字しか送れなかったケータイが、
絵文字やら音楽やらカメラやらと毎日のように進化していた頃、次から次へと欲しくなっ
たものです。それが今や進化しすぎて、ここ数年限界にきているような。それでもぱっと
するものが出るのではないかと、期待してもう少し待ちたいと思います。（沼田和喜光）

■発行／医療法人社団　三成会

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297

介護老人保健施設 春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉
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お年寄りの食生活について

南東北春日リハビリテーション病院
介護老人保健施設 春日リハビリテーション・ケアセンター
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日　時●平成23年3月26日（土）
　　　　午後2時～3時30分
テーマ●寝たきり予防体操
講　師●中村 淳
場　所●南東北春日リハビリ
　　　　テーション病院
　　　　5階会議室
その他●健康チェック
　　　　○骨密度
　　　　　○血管年齢
　　　　　○血圧
　　　　　○体脂肪測定

※テーマが変更になる場合があります。
　ご了承ください。

市民健康教室の
お知らせ

　地域の皆さんを対
象とした市民健康教室
を開催します。参加希望
の方は会場までご案内しま
すので、当日受付にてお声を
かけください。たくさんの皆さ
んのご参加をお待ちしておりま
す。参加費は無料です。

畑寿子先生からのコメント!!

食べることに老化現象が見られる

食事は健康維持の鍵です

お年寄りの食習慣を尊重しましょう

自力で食べられるようにしましょう

お年寄りのペースにあった介護をしましょう

楽しい食事は環境づくりから行いましょう

　お年寄りの方はものを食べるという行為に老化現象は現れます。食べ物
の味や匂いを感じる感覚が低下し、飲み込む力も弱まり、むせることが多く
なります。内蔵の機能も衰えますから、栄養を消化吸収する胃腸の働きが鈍
くなり、十分な栄養を摂りにくくなっています。その他にも麻痺が起こったり、
手の力が弱まるため、箸やスプーンなどうまく扱えなくなります。

　お年寄りの方にとって食事は健康に、元気に長生きをするためにとても大切なものです。歳を重ねるにつてて身体が
衰えていくのは避けることはできませんが、その人にあった内容と量の食事を摂ることで、健康を保つための土台をつ
くることができますし、病気を予防したら、病気から回復する力をつけることにもなります。身体に良い、おいしい食事を
楽しく摂ることで、より豊かな毎日を過ごすことができるのです。

　食事を摂ることは、栄養を摂るために必要なだけでなく、だれにとっても欠かせない楽しみの一つです。食事の習慣は、
お年寄りの長い人生の中で形成された独特のものですから、食事をいつとるか、どれくらい食べるか、何が好きか、など
一人ひとり異なってきます。ですからお年寄りの好みや食習慣に合わせた食事のとり方を考えることが必要です。しかし、
だからといって同じものをしか食べなかったり、食事が不規則になったり、栄養の不足や偏りが起きてしまうのは非常に
危険なことです。毎日規則正しく、バランスのとれた食事を楽しみながらとれるように工夫しましょう。

　食べる前に環境づくりをしたり、お年寄りの姿勢を整えたり準備をします。一人で食べられないときには、介助をする
わけですが、その際、お年寄りのペースに合わせることが大切です。まず食事を見せて説明し、何を食べたいのかを
確認します。食べ物を口に入れるときも、お年寄りの噛む力や飲み込みのスピードに合わせるようにしましょう。また、口の
中や歯の汚れは食欲を低下させるので、食後は歯磨きやうがいの習慣をつけると良いでしょう。

　お年寄りにとって、食事の目的はただ栄養を摂るだけではなく、家族との触れあいの場にもなるのだということを考
えてみてください。部屋の換気や温度がちょうど良い、照明が明るい、落ち着いて食事ができるなどの条件が満たして
いるか、考えてみる必要があります。お年寄りがリラックスして食事を楽しめるような、環境づくりを心がけましょう。そ
のためには食事がしやすい姿勢を整えることも大切です。お年寄りの身体を安定させ、テーブルや椅子の高さを調節し、
食べやすい位置に食膳を置くようにしてください。

　できるだけ自分で食べられるように食事用具を工夫しましょう。麻痺などでスプーンをうまく握れない人のために、柄が
太くなっていたり、角度が工夫されたスプーンも市販されています。家庭では、ハンカチやガーゼ、厚紙などを柄に巻
いて、持ちやすいものを作ってみてください。箸も滑りやすいものは避けて、竹串や割り箸を利用するのも良いでしょう。
食器についても、うまくすくえない人のために、一方の縁が高くなってこぼれにくい皿が市販されています。また、食べ
ている途中でもうまく食事用具を使えない人には、おにぎりにしたり、サンドウィッチや竹刺しにすると一人で食べること
ができます。こぼして衣服を汚すことが心配であれば、ビニールのエプロンをかけるという方法もあります。


